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　人々の生活は、法制度、経済制度、家族制度など、さまぎまな制度によって方向付けら
れます。現代社会においては、さらに、国民国家の枠組を越えたグローバルな要因にも大
きく影響されます。いっぽう人々は、それらの制度によって動かされるだけでなく、制度
を動かし作りかえていく「行為主体」の柔軟な側面ももっています。制度を柔軟に運用し
ながら「より良き生活の実現」にむけて生活設計をおこなっているのです。成長過程にあ
るアジア諸国の地域社会経済の形成を理解するうえでは、このような人々と諸制度間の関
係が明らかにされなければならないのです。
　鹿児島大学多島圏研究センターでは、上に述べたような観点から、アジア社会を理解す
る新たなアプローチを探ることを目的として、フィリピンを研究対象とする複数の分野か
ら専門家５名を迎え、シンポジウムを企画しました。

開催日時：２００２年１２月２１日�　１３：００－１８：００
開催会場：鹿児島大学総合教育研究棟２０１講義室（共通教育門横７階建てビル）
企画協力：西村　知（鹿児島大学法文学部）

１３：００　開会のあいさつ　　　　　野田伸一（鹿児島大学多島圏研究センター）
１３：０５　シンポジウムの主旨説明　西村　知（鹿児島大学法文学部）
１３：１５　予算過程の政治�国家資源分配の制度と過程�
　　　　　　　　　　　　　　　　川中　豪（アジア経済研究所）
１３：４０　町工場の民族誌�紙器工場経営と親族ネットワーク�
　　　　　　　　　　　　　　　　長坂　格（新潟国際情報大学情報文化学部）
１４：０５　行為体的聴取者         �メディア環境における社会的制度与件との関わりで�

ア ク テ ィ ブ リ ス ナ ー

　　　　　　　　　　　　　　　　川田牧人（中京大学社会学部）
１４：３０　米国植民地統治下におけるミンダナオ島支配と「モロ」としてのムスリム
　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木伸隆（筑波大学歴史・人類学系）
１４：５５　農村住民の生活実践�貧困の再生産と生活向上戦略�
　　　　　　　　　　　　　　　　西村　知（鹿児島大学法文学部）
１５：２０　＜休憩＞
１５：３５　コメント１　　　　　　　片山　裕（神戸大学大学院国際協力研究科）
１５：５０　コメント２　　　　　　　清水　展（九州大学大学院比較社会文化研究院）
１６：０５　コメント３　　　　　　　皆村武一（鹿児島大学法文学部）
１６：２０　総合討論
１７：２０　総括　　　　　　　　　　川田牧人（中京大学社会学部）
１７：３０　閉会のあいさつ　　　　　櫛下町鉦敏（鹿児島大学農学部）

＊司会　桑原季雄（鹿児島大学法文学部）

多島域フォーラム

制度を生きる人々
―フィリピン地域社会経済の学際的研究―


